












  In “The Educational Contents needed for Japanese Teacher Training” which the Agency 
for Cultural Affairs showed in 2000, Communication is set on the core of Japanese Teacher 
Training, surrounded by 3 domains: “domain about society, culture, and area”, “domain 
about education”, and “domain about language”, and furthermore by 5 classifications: 
“society, culture and area”, “language and society”, “language and psychology”, “language 
and education”, and “language”.
  These “Educational Contents” are taken and followed in Japanese Teacher Training 
Course of University according to the situation of each University.
  However, in view of the present condition of the Training Course, that not many 
graduates ot take the post of Japanese Teacher, and take the post of social various 
occupations, there should be an argument how will be hte Japanese Teacher Training 
course.
  In the previous paper （Nakagawa, 2013）, we have investigated through a questionnaire 
how the academic subjects studied in the Course are harnessed in the present occupation.
  The graduates of the Course master the knowledge and capability, such as 
“communication”, “Foreign Culture”, and “Japanese”, and is harnessing by the present 
occupation.
  The graduates of the Course are wanted to contribute to the various area of our society 
which should come as an “out-of-government” Japanese Teacher.
  In thie paper, we are going to cmpare the Japanese Teachers to non-Japanese Teachers, 





















































































































































 9 表記に関する知識 2.97


































 8 日本語の歴史に関する知識 2.81
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35 日本の歴史・文化・文明に関する知識 2.87 2.91
56 日本の社会・教育・哲学に関する知識 2.57 2.63
49 日本文学に関する知識 2.52 2.58
【異文化接触】
25 国際協力・文化交流に関する知識 2.83 2.89
50 留学生・移民・難民政策や研修生受け入れに関する知識 2.38 2.23
13 外国人児童生徒・帰国児童生徒に関する知識 2.38 2.52
28 地域協力・精神衛生に関する知識 2.23 2.39
【日本語教育の歴史と現状】
43 日本語教育史・言語政策に関する知識 2.14 2.08
 3 教員養成に関する知識 2.57 2.52
38 学習者の多様化・学習者の推移に関する知識 2.78 2.5
58 日本語試験・各国語試験に関する知識 2.58 2.42
42 世界各地域や日本各地域の日本語教育事情に関する知識 2.49 2.27
【言語と社会の関係】
48 社会言語学・社会文化能力に関する知識 2.67 2.56
日本語教員養成課程修了生の日本語教育の受容と変容（2） 203
 4 言語接触・言語管理・言語政策に関する知識 2.36 2.34
45 教育哲学・教育社会学・教育制度に関する知識 2.16 2.14
【言語使用と社会】
32 言語変種・地域言語に関する知識 2.72 2.38
55 待遇・ポライトネスに関する知識 2.66 2.44
46 言語・非言語行動に関する知識 2.82 2.7
5 コミュニケーション・ストラテジーに関する知識 2.93 2.8
18 地域生活関連情報に関する知識 2041 2.63
【言語とコミュニケーションと社会】
12 異文化変容・適応に関する知識 3.47 2.95
14 言語・文化相対主義や自文化（自民族）中心主義に関する知識 2.48 2.52
53 多文化主義に関する知識 2.64 2.52
52 言語選択・バイリンガリズムに関する知識 2.42 2.38
【言語理解の過程】
15 言語理解・談話理解に関する知識 2.84 2.43
59 言語学習・習得（第一言語・第二言語）に関する知識 3.07 2.89
【言語習得・発達】
10 幼児言語に関する知識 1.98 2.09
22 学習ストラテジーに関する知識 2.84 2.44
【異文化理解と心理】 2.58 2.24
30 異文化間心理学・教育心理学に関する知識 2.81 2.73
【言語教育法・実習】
26 自己点検能力 2.52 2.38
39 カリキュラム・コースデザイン。ニーズ分析に関する知識 2.79 2.47
57 教室活動・教授法に関する知識 3.04 2.59
44 評価法に関する知識 2.43 2.17
23 教育環境に関する知識 2.78 2.44
54 地域別・年齢別日本語教育方・教育情報に関する知識 2.43 2.27
16 誤用分析に関する知識 3.06 2.81
51 教材分析・開発に関する知識 2.88 2.47
【異文化間教育・コミュニケーション教育】
37 異文化間教育・多文化教育に関する知識 2.93 2.73
47 国際比較教育・国際理解教育に関する知識 2.43 2.36
 1 コミュニケーション教育に関する知識 3.17 3.14
40 言語間対照に関する知識 2.59 2.33
【言語教育と情報】
11 IT利用による教材開発・教材選択に関する知識 2.24 2.27
34 統計処理に関する知識 2.1 2.09
29 マルチメディアに関する知識 2.35 2.39
【言語の構造一般】
21 一般言語学に関する知識 2.79 2.4
27 世界の諸言語に関する知識 2.7 2.63
日本語教員養成課程修了生の日本語教育の受容と変容（2）204
24 言語の系統や類型に関する知識 2.55 2.41
33 語用論に関する知識 2.53 2.09
 2 音声や音韻に関する知識 2.79 2.69
19 日本語の構造に関する知識 3.09 2.86
36 文法体系・語彙体系・意味体系に関する知識 2.97 2.8
 9 表記に関する知識 1.98 2.81
 8 日本語の歴史に関する知識 2.82 2.45
【言語研究】
20 理論言語学・認知言語学に関する知識
41 コミュニケーション学に関する知識 2.44 2.33
【コミュニケーション能力】 2.95 2.97
 6 受容・理解・産出・運用能力に関する知識
 7 談話構成能力に関する知識 2.7 2.45
17 対人関係能力 2.76 2.61
31 異文化理解能力 3.08 3.19
